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　著者は協同研究者とともに，日本人の資料に基
いてABO式血液型の吸熱間の不適合による陶汰
に関し一一一i連の研究を報告してきたが1）一1、，その問
外国でもこの問題は学者の関心を惹き論議される
に至ったようである。rt　・一ストラリヤのKirk等
（1953）5）は，産院入院患者｝こついて0型とA型の
母親の受胎率を年齢別に比較検討し，適合結婚の
0型婦人は平均して不適合結婚の0型婦人より
も，またA型婦人よりも妊娠率が高いことを示唆
し，CepPellini等（1953）fs）もまた第9回国際遺伝
学会に．おいてABO式血液型の適合な結婚と不適
合な結婚の間で産児率に相違のあることを報告し
ている。　一・方Bennett＆Brandt（1954）7）は，
Waterhouse＆Hogben（1947）8）の報告を再検討
したが，その際彼等の使用したと同一の資料を，
より正確な有意検定法によって吟味した結果，先
の彼等の主張は正しくないと批判し，父A×母0
と，父0×母Aとの間の受胎率の差は有意でなか
ったと述べている。
　さて，著者等の研究の結果，ABO式血液型の
不適合結婚からはかなりの頻度で不適合児が（大
多数は自然流産により，ごく少数は赤芽細胞症に．
より）面心されていることが判明し，しかもその
陶汰率は不適合妊娠の約20％前後にのぼってい
るごとが推定された。Rho（D）因子による陶汰率
が凡そ2．5～10％位（Haldane，1942／9）と推定され
ているが，今世紀の初頭に発見された，古典的な
ABO式血液型の配合によって，かかる強い陶汰が
白然に営まれていたことは真に驚くべき’こととい
えよう。問題はしかしこの高い陶汰率を以て消失
してゆくAO，　BO，　ABのheterozygotesが，どの●
ようにして補われ集団内の遺伝子頻度の平衡が保
たれているかという点である。
　AO，　BO，　ABのheterozygotesに対して向けら
れた白然陶汰作用は，3複対立遺伝子のうちセ，
頻度のより低い遺伝子に対してはこれをますます
減少させ，反対に頻度のより高い遺伝子に対して
はこれをますます増加させるように働く。Ei本人
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・をも含めて世界の大部分の民族では，0遺伝子の
頻度（r）が最も高く，A遺伝子（P）これに．次ぎ，　B
遺伝子の頻度（q）は最：も低いのが現状であるから，
陶汰は従ってrの値をますます高くし，p，　qの値
をますます低くするように作用する筈である。そ
の結果集団内の平衡は破れて，各遺伝子頻度は世
代を通し推移してゆくことが想定されるが，これ
までの諸家の報告で明らかなとおり，3複対立遺
伝子の和p＋q斗rは人種の如何を問わずpanmixis
の集団において殆ど1に等しくなっている。従っ
て，陶汰に対抗して何等かの反作用が別の場所で
働き，A，　B遺伝子の減少を補っていることが考
えられる。
　このことに関連してBoor皿an（1950ノ。），　Bryce
等（1950）11）は英国及びオーストラリや産院の資料
に基いて，母と児の両集団内の血液型分布を比較
検討しているが，Bryce等はAB型の頻度が母親
集団では児の集団におけるよりもやや高いこと，
また母親集団でAB型の受胎率が他の3型のいず
れよりも高いことを見出し，このことから特に．受
胎し易いAB型母によって，　A，　B両遺伝子の消失
が補われているのではないかとしているが，その
補充機転の充分な解明はまだ与えられていないよ
うである。著者はたまたま国立遺伝学研究所田中
克己博士から陶汰に対する反作用として遺伝学上．．
のheterosisが考えられるとの示唆を受けたので，
従来の文献資料について果してこの事実が認めら
れるかどうかを検討してみた。田中博士の好意あ
る御教示に対しここに．感謝の意を捧げる。
実験資料及び実験方法
　本研究では著者が前論文で使用した古畑教室の資料（約
2700家族，子供約6400人）．にさらに著者の教室で最近3年
間に蒐集した調査資料（638家族，子供1754人）を追加して
利用した。AO，　BO，　ABの各he七erozygotesの中，本論文
ではAB型のみに着目し，　AB×AB結婚から生れてくる子
供について，AA，　BB，　ABの出現比を検討した。
案験成績
　調査の成績はTable　1に掲げた。即ち，集計されたAB
×AB結婚の35家族から87人の子供が生れているが，そ
の内訳はAA型11人（12．64％），　BB型19人（2184％），　AB
型57人（65．52％）である。これらの遺伝子型の問に出産適
応値の差異が全く存在しないと仮定すると，AB：（AA＋BB）
の出現比は50％；50％になる筈である。観測値と期待値と
Table　1・　Su7nmary　of　the　AB　x　AB　Mating
Investiga七〇r
FuruhataiL’）
SUgishitaiPJ）
SUZukilり
Imamurair，＞
Imamu’raie））
Hayashidai　7）
Araii・B）
Kanedai　9・　）
MatsunagaL’（）’）
（1932）
（1935）
（1936）
（1937）
（1937）
（1944）
（1944）
（1951）
（1954）
Totals
Number　ofFamilies?????1
35
Number　of　children
AA
4
7
11
BB ???
4
AB ????? ? ?? ?
?
Totals
19
?3
??
????
57 87
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の問の偏りをz2－te3tによって検定すると，　x2　＝8．379とな
り，自由度＝1で，Pr．く0．01で有意である。従って，　AA，
BBのhomozygotegとAB　heterozygo七esの聞に｝ま適応
値の差が認められ，AB／（AA＋BB）の比は1．90であるから，
beヒerozygotesの方がhQmozygotesよりは適応値が遙か
に．高いことが判る。
考 察
　陶汰の起らないAB×AB結婚では，　AB児の出
産適応値がAA，　BB児の殆ど2簡こ近いという驚
くほど高い値が実測されたが，これによって陶汰
により減少の一路を辿りつつあるA，B両遺伝子
の補充が充分に行われているかどうかを検討する
必要がある。そこで，母児間の不適合のある場合
に，一体どの位のAB　heterozygotesが陶汰され
るか，その頻度を理論的に計算してみよう。
　Table　2に示したとおり，遺伝子型で12型の不・適合結
婚から生れるべきAB型不適合児の頻度は，合計して
A］B1・，c。、np＝pq（1＋r）になる。またAB型児全体の出現頻
度は2pqであるから，　AB型適合児の頻度ABc。mp　＝　2pq－
pq（1十r）である。
　今，AB型児が不適合児として生れる場合にはkの頻度
で淘汰されるが，適合児として生れてくる場合にはAA，
BB，　OO　homozygotesの1十K：倍の適応値を持つものと仮
定すると，平衡状態が維持されるためには
　　　　k’ABincotnp＝K’ABcomp
の式が成立しなければならない。従って
　　　　k・pq（1＋r＞＝Kl・｛2pq－pq（1十r）｝
　　　　　　　1十r　　　　K＝＝k　　　　　　　1－r
になる。ここでrの値は日本人について調査された諸家の
報告から約0．55位にとり，kの値は著者らの前報告3）から
凡そ0．20位と仮定すると，1＋Kは1．77になる。即ち．淘
汰消失するAB児を充分補うためには，適合結婚から生れ
るAB児の適応値がhomozygotesの凡そ1．8倍近くなけ
ればならないことになるが，上述の観測値はこれを上まわ
っている。
　従って今後さらに．AB型以外のAO，　BO　hetero－
zygotesについてもそれぞれそれ適合結婚の場合
の適応値を楡無し，同様な事実が認められるかど
うか研究する必要があるが，本研究によってA，
B遺伝子の陶汰による消失を補充している機序が
Table　2．　Preqz｛enc・iesげthe五B　Oん盛‘（lren　Bo㍑．〃0彿．［ncompα‘乞配θMαヵ初gs
??????? ? ? ? ?? ?
　　Matin．cr
Genotypes　of
mother　father
BB　×
BB　×
BO　×
BO　×
AA　×
AA　x
AO　×
AO　×
AA　×
AO　×
BB　×
BO　×
???? ? ?????
Frequencies　of　the　AB　children
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pqLr
　　りpq「一
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　　3pq
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　　　p：
　　　q：
　　　r：
ABinc・皿P：
　ABco皿P：
　　　k：
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’Frequency　of　A　gene
Frequeney　of　B　gene
Frequene．y　of　O　gene
Frequency　of　the　AB　children　in　ineompatible　matings
Frequency　of　the　AB　children　in　compatible　matings
Seleetion　against　the　AB　ehildren　in　incompatible　matings
Relative　fitness　of七he　AB　children　in　eompatible　matings
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若干判明したものと思われる．。
摘 要
　ABO式血液型に関して，適合結婚と不適合結婚
の間には出産率の差異が認められており，これに
よってAO，　BO，　ABのheterozygotesが白然に陶
汰されている。一方集団内の各・遺伝子の頻度は・一一・
応平衡状態に保たれているものと考えられるか
ら，陶汰によるA，B遺伝子の減少を補うために
何等かの反作用が働いているのではないかと推定
される。
　著者は3，000家族以上にのぼる1］本入の家族調
査資料について，AB×AB結婚から生れている
AB児の出産適応値を検討した。かかる結婚組合
せ35．家族が得られたが，子供総数87人中，AA
型11人，BB型19人に対しAB型は57人の多数
に，のぼっており，ABノ（AA十BB）の比は1・90で，
AB児の超過は明かに有意である。
　次に理論的に母子問不適合によって陶汰される
AB児の頻度を計算し，その分だけは適合結婚か
ら生れる．AB児の出生超過によって補われるもの
と仮定すると，その適応値はhomozygotesの凡
そ1・8倍近くなければならないことになる。今後
なおAB型以外のheterozygotesについても適応
値を検討してみなけれ．ばならないが，AB×AB結
婚から生れるAB児の出産上のこの有利点は，他
方で不適合結婚の際に受けるその不利点を充分補
っているのではないかと思われる。
（H召禾029．10．22受．付’〉
Summary
　　　It　has　been　established　that　there　are　differential　natality　between　compatib工e　and
incompatible　matings　with　respeet　to　the　ABO　blood　groups，　and　this　constitutes　a　strong
nat］ural　selection　against　AO，　BO　and　AB　heterozygotes．　ln　order　to　explain　the　apparent
eqilibrium　of　the　gene　frequencies　of　ABO　alleles，　it　should　be　surmised　that　there　’were
some　compensatory皿echanisms　for　the工osses　of　these　heterozygQtes．
　　　Using　the　literature　of　Japanese　fainily　investigation　in　addition　to　the　author’s　own
material，　he　examined　the　reproductive　fitn　ess　of　AB　children　born　from　AB　x　AB　mating．
Fro皿the　data　on　more　than　three　thollsand　families，35　families　of　AB×AB　mating　were
collected．　The　87　children　born　were　11　AA，　19　BB　and　57　AB；　the　AB：　AA十BB　ratio
was　1・90，　indicating　a　significant　excess　of　the　AB　children．
　　　From　the　theoretical　calculation　of　the　frequency　of　AB　infants　selected　by　the
incompatibility　of　mother　and　foetus，　i　t　was　shown　that　for　equilibrium，　the　relative
fitness　of　AB　heterozy『gotes　in　the　compatible皿atings　should　be　approx．1．8　times　that
of　the　homozygotes，　so　that　the　above　advantage　of　the　AB　children　in　the　AB　x　ftfl
mating　might　sufficiently　compensate　the　disadvantage　of　the　same．　heterozygotes　．in　the
incompatible　matings．　Althottgh　further　investigations　are　necessary　to　examine　the
reproductjve　fitness　of　AO　and　BO　heterozygotes　in　compatible　matings，　it．　seems　that
the　data　throw　sDme工ight　on　the　compensatory　mechallisms　for　the　selective　elimination
of　the　heterozygous　children．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oet．　22，　1954）
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